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１０月２６日（水）にミニ学校集会を行いました。校長からは、上小の学校教育目標の
『元気・やる気・勇気』に基づき、『元気があれば何でもできる』というアントニオ猪木さん
の言葉を引用し『元気』を大切にし、みんなで知恵を出し合って、楽しく活動する工夫を
考えていこうと呼びかけました。また、学校では友だちとのトラブルやケンカもつきもので
す。しかし、手を出して力で解決しようとしないために、トラブルをきっかけにからかいや、
仲間はずれにしていやな思いにさせる「いじめ」をしないために、『対話（直接向き合って
話し合うこと）』を大切にしようと働きかけました。さらに『みんなを笑顔に楽しくする算数』の
『おもいやり算（＋－×÷）』を紹介し、思いやりの具体的行動を示しました。

「＋（たすけあう） －（ひきうける） ×（声をかける） ÷（わけあう）」
『元気』を大切に『思いやり算』をしてみんなを笑顔にすること、ケンカをしても『対話』を

通して友だちとつながること、そして、みんなで知恵を出し合い「楽しい学校、上野原」を
目指していきましょうと働きかけました。全教職員で協力して子どもたちの自主性も育てな
がら、２学期の学校生活をさらに豊かにし「楽しい学校、上野原」を推進していきます。

３年生は、１０月１７日（火）に「ゆずり原青少年自然の里」で秋の校外学習を実施しました。当日は前日の
雨で地面が濡れていたので、午前中は室内で「ツリーラリー・室内カーリング」を行いました。どちらも班の友だ
ちと協力して、元気に、なかよく、楽しく活動する様子が見られました。お昼は外でお弁当を食べてから、遊具
で元気に遊ぶ姿が見られました。午後は予定どおり「クラフト体験」を行い、素敵なキーホルダー・バッジを作り
上げることができました。3 年生の子どもたちは、「ゆずり原青少年自然の里」の様々な活動をとおして、仲間と
の友情を更に深める機会となりました。

４年生は、社会科で山梨県の伝統工芸について
学習しています。１０月２１日（金）の５・６校時に「甲
州手彫印章」ハンコ彫り体験学習を行いました。当
日は、山梨県印章店協同組合から 6 名の方々が
来校し、クラスごとに指導してくださいました。子どもた
ちは、指導してくださった先生の話をよく聴き、集中して
作業する様子が見られました。素敵なハンコができあ
がりました。

１年生は、10 月 21・(27・31）日の午前中に「秋の
裏山探検」を行いました。学級ごとに、各グループに
分かれて、帝京科学大学の学生さんと一緒に、秋
の裏山を散策しながら、様々な生き物を見つけること
ができました。学生のみなさんの丁寧な支援により、
学校近くの秋の裏山にいる様々な生き物を見つけま
した。春の裏山探検と比べながら、自然について一
層興味・関心を高める機会になりました。


